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序 文
平成21年は大きな災厄もなく,フィールドセンターは静かな年末を迎えようとしている｡
この数年間,まさに未曾有の災害にセンターは襲われてきた.平成18年5月28日の崖崩れ, 19年3月9日の火災, 20
年6月14日の岩手･宮城内陸地震と続いた｡現在,崖崩れ以外の災害復旧は終え,新しい外貌を整えつつある｡
外貌だけではなく,センターは内容的にも生まれ変わりつつある｡
農学研究科では,平成20年4月に分野再編を実施した0 6学系から1分野ずつと他1分野の合計7分野を廃止し,これら
を原資に,期限満了の寄附講座を取り込んで分野再編成を行い,学部内センターとして先端農学研究センターを新設した｡
このセンターは平成21年4月に農学研究科の附属先端農学研究センターに昇格し, 3部門に各3分野を配してスタートした｡
この中で専任は6分野で,定員としては各分野に教授,准教授,助教各を確保して,いわゆるフルスタッフ体制の分野が6
つ誕生した｡この6分野の中の,環境システム生物学とフィールド社会技術学分野は,フィールドセンターの運営等に関わり,
とくに前者はこれまで通り,フィールドセンター川渡に研究室を置き,先端農学研究をフィールドで展開するものである｡
一方,平成20年10月に研究科に寄附講座として家畜福祉学(イシイ)が設置され,兼務教授と専任の准教授と助手が配
置され,これも川渡に研究室をおいているo
これらの分野での新採用および既存分野の退職後の補充も含めると,平成20年4月から, 1年半あまりで,教授1,准教
授2,助教3,助手1,ボスドク5のフレッシュなメンバーが川渡に加わっている｡
フレッシュな人員の参加によって,教育研究の多方面において新しい風が吹き始めていることをひしひしと感じる｡フィー
ルドセンターの分野構成は流動的な部分はあるが,さらなる充実に向けて確実に前進しているo　平成21年は,フィールド
センターの｢新たな時代の幕開け｣の年と記憶にとどめるべき年となろう｡ちなみに,拙稿執筆後に発表された今年の漢字
は｢新｣であったD
低炭素社会構築をめざして建築されたFSCログ-クスにて
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